
私たちの活動テーマは、より良い地球環境の実現向けて、農業からできることについて研究す

ることです。作物に与える肥料中の窒素量を、標準量より少なくして，それでも品質の良いもの

ができれば、酸性雨や温暖化の原因物質へと変化する余剰窒素を抑え、環境への負担を減らせる

ことができると考えています。私たちが栽培したパン用小麦「ゆめちから」では，与えた窒素量

と収穫量、グルテン含有量の関係を比較した結果、標準窒素量に対して75％の窒素量で育てた小

麦の収穫量が最も多く、また、グルテン含有量も最も良い値となりました。また、パンを焼いた

ときの食味試験から、この窒素量で栽培した小麦で焼いたパンが、味・香りともに最も良い結果

となりました。これらの結果から、岡山県においては標準量よりも窒素量を抑えて栽培しても品

質の良い小麦を収穫することができることが分かり、窒素過多による酸性雨や温暖化を防ぐこと

ができると考えました。
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順調に育つ小麦「ゆめちから」


